
 

 

 

 

 

 

『子どもの性格さまざま』 

子どもの性格って一人ひとり違っていて、見ているとおもしろいし、不思議ですよね。 

家ではやんちゃなのに、外ではおとなしかったり、その逆もあります。 

静かな遊びを好んだり、体を動かす事が好きだったり。 

 

好きなおもちゃや、遊びの好み、服の好みも様々で、大人がよかれと 

思って用意したものを嫌がることもよくあります。 

頑固な性格の子もいれば、優しすぎる子、なんでも器用にできる子、 

コツコツと努力する子など本当に様々。 

 

お家では見せないけれど、幼稚園や保育所などで見せる素敵な面もたくさんあります！ 

「こんな子やったのかな～」と思ったとしても、子どもの見せるいろいろな姿、ありの

ままの子どもを受け止めて、認め、たくさん愛情を注いであげてほしいと思います。 

 

よく聞く失敗談は、よかれと思って習い事を始めたのに、実は子どもは嫌で、習い事

自体が大嫌いになってしまうこと。 

 

子どもの性格に合わない接し方を続けたり、必要以上になんでもかんでも与えてしまったりすると、

大人との間にゆがみが生じ、よい関係を築けなくなっていくことも。 

 

子育ては育児書通り、思い通りにはならないものです。 

 

一人ひとりの性格をしっかり見極め、どのような働きかけをしたらよいのかを、つねに考えてあげて

くださいね。 

 

子どもの成長には、大好きな大人に肯定され認められることと、 

笑顔が 1 番の栄養剤ですよ！！ 

 

 

 
☺子育てに関するご相談は、お気軽に子育て支援室をご利用ください☺ 
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